
大
正
元
年
（
一
九
一

二
）
十
月
五
日
午
前
七

時
、
飯
田
を
発
っ
た
天

龍
峡
探
勝
会
の
一
行
は

馬
車
二
台
と
人
力
車
三

十
台
を
連
ね
て
、
乗
船

地
の
時
又
に
向
か
っ

た
。
天
気
は
快
晴
だ
っ

た
。一

行
の
時
又
着
は
八

時
。
松
川
屋
で
龍
丘
村

民
の
歓
迎
を
受
け
て
か

ら
、
新
聞
記
者
団
と
写

真
隊
員
は
二
隻
の
探
勝

舟
に
分
乗
し
た
。
八
時

半
、
前
後
を
見
送
り
舟

に
護
ら
れ
、
二
艘
の
舟

は
探
勝
旗
を
翻
し
つ
つ

徐
に
出
発
し
た
。

舟
が
天
龍
峡
の
入
り

口
で
あ
る
垂
竿
磯
を
過

ぎ
た
の
が
九
時
で
あ

る
。
仙
牀
磐
の
下
流
に

舟
を
止
め
て
磐
上
に
上

が
り
、
下
川
路
村
民
の

歓
迎
を
受
け
た
。
松
茸

を
焼
き
、
酒
を
温
め
て

の
歓
待
ぶ
り
で
あ
っ

た
。
見
送
り
の
諸
氏
と

は
こ
こ
で
別
れ
た
。

十
時
四
十
五
分
、
急

流「
茶
々
淵
」の
難
所
を

無
事
に
通
過
し
た
。
こ

こ
は
明
治
三
十
四
年
、

通
船
が
遭
難
し
、
八
人

が
溺
死
し
た
所
で
あ

る
。
ま
た
、
帰
郷
し
た

菱
田
春
草
に
同
伴
し
た

横
山
大
観
が
、
こ
の
淵

を
描
い
て
展
覧
会
に
出

品
し
た
故
事
も
あ
る
。

続
い
て
舟
は
難
所
中

の
難
所
と
言
わ
れ
た

「
櫓
（
矢
倉
）
の
滝
」

に
さ
し
か
か
る
。
普
通

の
通
船
は
こ
こ
で
一
時

停
船
し
て
客
を
降
ろ

し
、
乗
客
は
川
沿
い
の

陸
路
を
歩
い
て
越
す
。

流
れ
が
緩
慢
に
な
っ
た

所
で
再
び
乗
船
す
る
の

が
通
例
で
あ
っ
た
。

一
行
は
富
草
村
大
島

に
上
陸
し
、
昼
食
を
と

っ
た
。
こ
こ
で
泰
阜
村

吏
員
の
歓
迎
を
受
け

た
。
十
一
時
出
発
。
こ

の
頃
か
ら
日
光
の
直
射

が
烈
し
く
、
皆
大
い
に

閉
口
し
た
。

南
宮
橋
の
あ
る
御
供

で
、
大
下
条
村
長
及
び

村
民
の
歓
迎
を
受
け

た
。
そ
こ
へ
、
平
岡
村

か
ら
花
田
・
遠
山
の
両

氏
が
出
迎
え
に
来
て
、

一
緒
に
下
っ
た
。

午
後
二
時
二
十
分
、

平
岡
村
の
満
島
港
に
着

い
た
。
一
行
は
、
そ
こ

か
ら
か
な
り
登
っ
た
所

に
あ
る
長
野
館
と
日
本

館
に
分
宿
し
た
。
村
民

の
希
望
で
、
夕
方
、
記

者
団
長
の
永
田
正
治
と

萬
朝
報
の
細
井
猪
太
郎

が
、
簡
単
な
演
説
を
し

た
。
七
時
半
、
料
理
店

橋
本
屋
に
お
い
て
村
民

心
尽
く
し
の
歓
迎
会
が

開
か
れ
、
全
員
が
出
席

し
た
。

こ
う
し
た
新
聞
報
道

を
見
る
と
、
こ
の
企
画

は
流
域
の
村
々
で
と
て

も
歓
迎
さ
れ
た
よ
う
だ
。

＊

翌
朝
七
時
、
一
行
は

満
島
を
出
発
し
た
。
午

前
八
時
、
舟
は
信
（
長

野
）
遠
（
静
岡
）
三
（
愛

知
）の
国
境
を
越
し
た
。

や
が
て
舟
は
、
遠
州
の

大
難
所
「
與
利
ガ
滝
」

に
さ
し
か
か
る
。
こ
こ

は
白
波
と
山
室
の
中
間

に
あ
る
百
�
ほ
ど
の
真

っ
直
ぐ
な
瀬
で
、
と
て

も
急
流
だ
っ
た
。

続
い
て
、
遠
州
一
の

難
所
と
言
わ
れ
た
「
山

室
の
滝
」
で
あ
る
。
旧

山
室
駅
よ
り
左
岸
上
流

に
あ
っ
た
。
滝
の
長
さ

が
四
十
�
ほ
ど
で
落
差

が
大
き
く
、
抜
け
る
の

に
大
波
を
か
ぶ
っ
た
。

目
印
の
石
に
付
け
て
乗

り
入
れ
た
が
、
ゴ
ー
と

い
う
凄
い
音
が
心
胆
を

寒
か
ら
し
め
た
。

中
部
着
、
十
時
。
今

ま
で
左
右
前
後
に
峰
が

そ
ば
だ
ち
、
両
岸
に
樹

木
が
鬱
蒼
と
し
て
い
た

が
、
こ
こ
ま
で
来
る

と
、
視
界
が
開
け
て
、

一
時
に
明
る
い
世
界
へ

出
た
よ
う
な
心
持
ち
に

な
る
。
河
原
で
昼
食
を

と
っ
た
。

上
流
の
時
又
や
満
島

か
ら
下
っ
て
き
た
客
も

一
旦
こ
こ
で
下
船
し
、

こ
こ
の
舟
に
乗
り
換
え

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、
中
部
は

信
州
の
船
頭
と
遠
州
の

船
頭
の
接
点
で
あ
っ
た
。

新
聞
記
事
で
は
、
満

島
〜
中
部
間
の
十
里

は
、
実
に
天
下
の
奇
勝

で
あ
る
と
評
し
て
い

る
。
満
島
よ
り
上
流
は

岩
石
の
奇
は
多
い
が
、

山
も
低
く
、
水
も
少
な

い
。
し
か
し
、
満
島
下

流
は
次
第
に
山
も
高

く
、
水
も
多
く
な
り
、

川
幅
も
開
け
て
雄
大
と

な
る
。
そ
れ
ば
か
り

か
、
激
し
い
早
瀬
が
岩

を
噛
ん
で
滝
と
な
る
場

所
が
多
く
、
曲
折
に
富

み
、
千
態
万
化
で
あ
る

と
記
し
て
い
る
。
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難所「茶々淵」の激湍

「櫓の滝」を通過する探勝隊

「御供」での停船

遠州一の難所「山室の滝」
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